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【研究活動の要約】 

 京都府の宇治茶栽培では、被覆栽培という手法で抹茶の原料となるてん茶や玉露などの高級茶を生産

しています。付加価値の高い被覆茶をより多く収穫するために、従来は一番茶（4 月〜5 月に栽培・収

穫される茶）でのみ行われていた被覆栽培を、二番茶（一番茶の収穫後、6 月〜7 月に栽培・収穫され

る茶）にも適用する例が近年増えています。その結果、複数年にわたる長期間の被覆栽培で、茶樹がス

トレスを受けて弱体化し収量低下が問題となっています。そこで、被覆栽培によってチャが受けるスト

レスを明らかにするため、圃場において被覆を外した直後のチャのストレス応答を調査しました。 

 

【研究活動の成果】 

 

 茶業研究所の栽培圃場において、一番茶、二番茶の時期にそれぞれ 30 日および 20 日間被覆をかけて

栽培を行い、下記の調査を行いました。 

１）クロロフィル a/b 比を測定することで、被覆栽培したチャが被覆を外した後（被覆解除後）に強光

条件に適応しているかどうかを調べました。その結果、二番茶では被覆解除 6日後には強光に適応して

いることが分かりました。 

２）植物がストレスを受けると光合成が阻害されることから、光合成活性の指標であるクロロフィル蛍

光（Fv/Fm）を測定しました。その結果、被覆栽培していたチャの被覆を解除すると、光合成活性の急

速な低下が見られました。しかしその後は上昇し、解除 6〜13 日後には回復しました。この結果から、

被覆を外した直後にチャは一時的にダメージを受けますが、その後 1〜2 週間程度で回復することが明

らかとなりました。 

 

【研究成果の還元】 

 

H26/2/14 「平成 25 年度茶業研究所研究報告会・宇治茶生産振興研修会」（開催場所、京都府宇治市 宇

治茶会館）にて、本研究成果を発表した。 ※※参加者：茶業関係者約 200 名 
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  ＜研究の背景＞ 

 
図 チャの被覆栽培 

左：被覆栽培、右：通常の栽培（露天栽培） 

 

 

 

  ＜研究の概念図＞ 

 
 

 


